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復
礎

の
⑥

興
に

災
害
廃
棄
物
っ
て
何
？

復
礎

の
⑥

興
に

山田町の災害廃棄物処理施設で沼
崎町長と固い握手を交わす桜井市長

東
北
の
復
興
を
支
援
す
る
た
め
に

知
っ
て
欲
し
い
災
害
廃
棄
物
の
話

岩
手
県
山や

ま

だ

ま

ち

田
町
と
大お

お
つ
ち
ち
ょ
う

槌
町
の
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
を
正
式
に
表
明

大槌
山田

福島第一原発

島田

新宿
横浜

震源

20㎞

30㎞
60㎞

100㎞

160㎞

250㎞

350㎞

×

福島第一原子力
発電所からの距離

島田市／約385㎞
大槌町／約230㎞
山田町／約240㎞
新宿区／約225㎞
横浜市／約250㎞

福島第一原子力
発電所からの距離

島田市／約385㎞
大槌町／約230㎞
山田町／約240㎞
新宿区／約225㎞
横浜市／約250㎞

大槌
山田

福島第一原発

島田

新宿
横浜

震源

20㎞

30㎞
60㎞

100㎞

160㎞

250㎞

350㎞

×

発
災

想定をはるかに超えた規模の大地震と大津波は、
瞬く間に人々の生きた証を災害廃棄物へと変えた。

　

被
災
地
の
時
計
を
巻
き
戻

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
被
災
者
は
立
ち
止

ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
絆
」
の
次
に
必

要
な
の
は
「
前
進
」
で
す
。

　

誰
か
を
責
め
た
り
、
待
っ

た
り
す
る
の
で
は
な
く
、
自

ら
の
力
で
前
へ
進
ん
で
い
き

た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
障
壁
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
震
災
で

発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
。
目

の
前
に
堆

う
ず
た
かく

積
ま
れ
た
思
い

出
の
品
々
が
、
心
の
復
興
を

妨
げ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
３
月
15
日
、

岩
手
県
山
田
町
と
大
槌
町
の

災
害
廃
棄
物
の
本
格
受
け
入

れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

災
害
廃
棄
物
っ
て
ど
ん
な
ご
み
？

　

災
害
廃
棄
物
と
は
、
地
震
や
津

波
な
ど
の
災
害
で
発
生
し
た
廃
棄

物
で
す
。岩
手
県
と
宮
城
県
で
は
、

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
っ
て

倒
壊
し
た
家
屋
や
、
海
水
を
被
っ

た
家
財
な
ど
の
災
害
廃
棄
物
が
大

量
に
発
生
し
、
そ
の
処
理
を
急
い

で
い
ま
す
。

　

災
害
廃
棄
物
は
、
た
だ
の
ご
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
に
、
倒
壊

家
屋
や
家
具
、衣
類
や
電
化
製
品
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
草
木
類
な
ど
、

被
災
者
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
て

い
た
財
産
で
す
。

　

市
で
は
そ
の
う
ち
、
住
宅
の
木

製
主
材
や
角
材
を
現
地
で
破
砕
・

選
別
し
た
「
木
材
チ
ッ
プ
」
を
受

け
入
れ
ま
す
。

広
域
処
理
っ
て
必
要
な
の
？

　

岩
手
・
宮
城
の
両
県
で
は
、
全

力
で
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
処
理
施
設
の
不
足

な
ど
に
よ
り
、
思
う
よ
う
に
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

　

市
が
受
け
入
れ
を
表
明
し
た
岩

手
県
山
田
町
で
は
通
常
の
67
年

分
、
大
槌
町
で
は
１
１
８
年
分
も

の
膨
大
な
ご
み
の
量
に
相
当
し
ま

す
。
被
災
地
の
１
日
も
早
い
復
興

に
向
け
て
、
災
害
廃
棄
物
の
早
急

な
処
理
は
不
可
欠
で
す
。

　

広
域
処
理
は
、
こ
れ
ま
で
も
被

災
地
復
興
の
大
き
な
力
に
な
っ
て

い
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

は
、
兵
庫
県
で
発
生
し
た
災
害
廃

棄
物
（
可
燃
物
）
の
う
ち
約
14
％

が
県
外
で
焼
却
さ
れ
、
埋
め
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
中
越

沖
地
震
で
発
生
し
た
数
十
ｔ
の
災

害
廃
棄
物
が
、
神
奈
川
県
川
崎
市

に
よ
り
処
分
さ
れ
ま
し
た
。

東北の一日も早い復興のために協力したいけど…

災害廃棄物って安全なの？
震災がれきの「これまで」と「これから」を教えて！

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
対

し
、
市
で
は
昨
年
３
月
の
東
日
本

大
震
災
直
後
か
ら
、
一
日
も
早
い

復
興
を
願
い
、
出
来
る
限
り
、
ま

た
そ
れ
以
上
と
の
気
持
ち
で
東
北

へ
の
支
援
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
被
災
地
の

災
害
廃
棄
物
を
安
全
に
処
理
す
る

こ
と
で
、
東
北
の
復
興
の
た
め
の

支
援
が
で
き
れ
ば
と
考
え
、
岩
手

県
の
災
害
廃
棄
物
を
市
内
で
処
理

す
る
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。　

　

一
方
で
、
災
害
廃
棄
物
の
受
け

入
れ
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な 

意
見
や
質
問
が
市
に
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
災

害
廃
棄
物
や
放
射
線
の
基
礎
知
識

を
説
明
し
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
対
策
を
、
で
き
る

限
り
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

？？？

岩手県・宮城県

約1,569万ｔ

約476万ｔ
約22％

約11年分

約19年分

山田町・大槌町

約66.9万ｔ

約35.9万ｔ

約67年分

約118年分

※各県・各町で1年間に排出される一般廃棄物の量との比較

【東日本大震災で発生した災害廃棄物の量】
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復
礎

の
⑥

興
に

【身の回りの年間放射線量】

【体内の放射性物質の量】

【食べ物の放射性物質の量】
（カリウム 40 単位：Bq/ ㎏）

放
射
線
っ
て
何
？

健
康
被
害
は
な
い
の
？

災
害
廃
棄
物
は
安
全
？

な
ぜ
島
田
市
な
の
？

知
識

聞き慣れない専門用語や単位。新聞やテレビの情
報と向き合うためには、正しい知識が欠かせない。現

状
全国で遅 と々して進まない広域処理。しかし、全
国で受け入れを拒めば、被災地が切り捨てられる。

放
射
線
と
病
気
の
関
係
は
？

　

放
射
線
は
、
一
度
に
大
量
に
浴

び
る
と
、人
体
に
影
響
が
出
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
か
ら
、
数

百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
上
の
放
射

線
を
浴
び
た
場
合
に
、
健
康
被
害

を
受
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
１
０
０
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
で
は
、
一
貫
し
た
症

状
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

放
射
線
は
恐
ろ
し
い
？

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
も

と
も
と
自
然
に
放
射
線
が
存
在
し

ま
す
。
宇
宙
か
ら
、
大
地
か
ら
、

そ
し
て
食
物
に
も
、
放
射
性
物
質

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
空

気
中
に
は
ラ
ド
ン
と
い
う
放
射
性

放
射
線
量
は
大
丈
夫
？

　

広
域
処
理
の
対
象
と
な
る
岩
手

県
・
宮
城
県
の
沿
岸
部
の
災
害
廃

棄
物
は
、
処
理
の
過
程
で
「
健
康

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
」
と
い
う

安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
だ
け

で
す
。

　

受
入
期
間
は
、
平
成
26
年
３
月

ま
で
の
予
定
で
、
日
量
10
〜
20
ｔ

を
処
理
す
る
計
画
で
す
。

安
全
基
準
の
設
定
は
？

　

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
が
、

２
４
０
〜
４
８
０
ベ
ク
レ
ル
／
㎏

以
下
の
災
害
廃
棄
物
が
、
広
域
処

理
の
対
象
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

物
質
が
存
在
し
、
放
射
線
を
出
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
は

常
に
微
量
の
放
射
線
に
囲
ま
れ
て

生
活
し
て
い
る
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
カ
リ
ウ
ム
は
自
然
界

に
存
在
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
一
種

で
、
人
間
の
体
内
で
塩
分
を
低
下

さ
せ
血
圧
の
上
昇
を
制
御
す
る
な

ど
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
成
分
で
す
。
こ
の
カ
リ
ウ

ム
に
は
、
カ
リ
ウ
ム
40
と
い
う
放

射
性
物
質
が
ご
く
わ
ず
か
（
０
・

０
１
％
程
度
）含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
リ
ウ
ム
40
も
、
食
べ
物

と
一
緒
に
体
内
に
取
り
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
物
質

は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
放
射

能
が
低
く
な
り
、
新
陳
代
謝
さ
れ

て
体
内
で
ほ
ぼ
一
定
の
値
と
な
り

ま
す
。

し
か
し
県
で
は
、
そ
の
受
け
入
れ

基
準
を
更
に
厳
し
く
し
、
１
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
以
下
の
災
害
廃
棄

物
し
か
受
け
入
れ
な
い
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

可
燃
物
を
焼
却
す
る
と
、
焼

却
灰
（
島
田
市
の
場
合
は
溶
融

す
る
た
め
飛
灰
）
に
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
が
濃
縮
さ
れ
ま
す
が
、
最
も

厳
し
い
条
件
で
評
価
し
て
も
、
国

の
埋
め
立
て
規
制
値
の
８
０
０
０

ベ
ク
レ
ル
／
㎏
を
大
き
く
下
回
り

ま
す
。
こ
の
焼
却
灰
を
埋
立
処
分

し
た
後
の
処
分
場
周
辺
の
放
射
線

量
は
、
年
間
０
・
０
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
下
。
一
般
公
衆
の
年
間

線
量
限
度
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の

１
０
０
分
の
１
以
下
で
す
。

放
射
線
と
放
射
能
の
違
い
は
？

　
「
放
射
線
」
は
物
質
を
通
過
す

る
力
を
持
っ
た
電
磁
波
お
よ
び
粒

子
線
で
、
人
体
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
こ
の
放
射
線
を
出
す
物
質
の

こ
と
を
「
放
射
性
物
質
」
と
い
い
、

放
射
性
物
質
が
放
射
線
を
出
す
能

力
を
「
放
射
能
」
と
い
い
ま
す
。

　

た
き
火
に
例
え
る
と
、
た
き
火

自
体
が
「
放
射
性
物
質
」
で
、
た

き
火
か
ら
出
る
熱
が
「
放
射
線
」、

た
き
火
の
炎
の
強
さ
が「
放
射
能
」

で
す
。
た
き
火
が
大
き
い
ほ
ど
熱

く
な
る
よ
う
に
、
放
射
性
物
質
の

量
が
多
い
ほ
ど
、
出
て
く
る
放
射

線
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
た
き
火
か
ら
離
れ
る
ほ

ど
、
熱
く
な
く
な
る
よ
う
に
、
放

射
性
物
質
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
、
そ

こ
に
届
く
放
射
線
の
量
は
少
な
く

な
り
ま
す
。

ベ
ク
レ
ル
と
シ
ー
ベ
ル
ト
っ
て
？

　

ベ
ク
レ
ル
（
Bq
）
と
い
う
単
位

は
、
放
射
能
を
表
す
単
位
で
、
放

射
性
物
質
が
放
射
線
を
出
す
能
力

を
表
し
ま
す
。

　

シ
ー
ベ
ル
ト
（
Sv
）
と
い
う
単

位
は
、放
射
線
量
を
表
す
単
位
で
、

放
射
線
が
人
体
に
与
え
る
影
響
を

表
し
ま
す
。

　

た
き
火
に
た
と
え
る
と
、
た
き

火
の
炎
の
強
さ
を
表
す
単
位
が
ベ

ク
レ
ル
で
、
た
き
火
の
熱
さ
を
表

す
単
位
が
シ
ー
ベ
ル
ト
で
す
。

　

残
留
放
射
能
濃
度
は
１
㎏
当
た

り
の
値
と
し
、
ベ
ク
レ
ル
／
㎏
と

表
し
ま
す
。

　

ミ
リ
（
m
）
シ
ー
ベ
ル
ト
は
シ

ー
ベ
ル
ト
の
千
分
の
１
、
マ
イ
ク

ロ
（
μ
）
シ
ー
ベ
ル
ト
は
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
の
さ
ら
に
千
分
の
１

（
シ
ー
ベ
ル
ト
の
百
万
分
の
１
）

で
す
。

災害廃棄物を焼却・埋立処分
0.01mSv 以下

日本人平均の自然放射線
約1.5mSv

東京～ニューヨーク間往復
航空機旅行　約 0.2mSv

胃のレントゲン（1回）
約 0.6mSv

胸部ＣＴスキャン（1回）
約 6.9mSv

放射線技師の線量限度
50mSv

世界平均の自然放射線
約 2.4mSv

一般公衆の年間線量限度
＋1mSv（医療・自然を除く）
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被
災
地
内
で
処
理
で
き
な
い
の
？

　

被
災
地
で
は
、
災
害
廃
棄
物
を

一
時
的
な
「
仮
置
場
」
に
移
動
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
仮
置
場
を

さ
ら
に
確
保
す
る
こ
と
は
地
形
的

に
難
し
く
、
現
在
で
は
災
害
廃
棄

物
が
山
積
み
さ
れ
、
自
然
発
火
の

危
険
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
岩
手
・
宮
城
両
県
で
は
、

仮
設
焼
却
炉
４
基
が
稼
動
し
て
お

り
、
現
在
整
備
中
の
も
の
も
含
め

て
合
計
25
基
に
の
ぼ
る
仮
設
焼
却

炉
が
今
後
稼
動
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
で
も
な
お
、
処
理
能
力
と
最

終
処
分
場
の
残
余
容
量
が
不
足
し

て
お
り
、
新
た
に
整
備
す
る
に
も

長
い
期
間
を
要
し
ま
す
。

　

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
お
い

て
、
日
本
全
体
で
災
害
廃
棄
物
の

処
理
に
協
力
す
る
こ
と
が
不
可
欠

な
の
で
す
。

島
田
市
が
な
ぜ
受
け
入
れ
る
の
？

　

国
と
県
か
ら
、
震
災
に
よ
る
災

害
廃
棄
物
の
受
け
入
れ
要
請
が
あ

り
ま
し
た
。
市
に
は
、
そ
れ
を
効

率
的
か
つ
安
全
に
処
理
で
き
る
最

新
の
溶
融
炉
が
あ
り
、
計
算
上
で

日
量
40
ｔ
程
度
の
余
剰
処
理
能
力

が
あ
り
ま
す
。
広
域
処
理
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
皆
さ
ん

の
一
日
も
早
い
復
興
に
協
力
す
る

手
段
と
判
断
し
、
受
け
入
れ
を
表

明
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
？

・
平
成
23
年
11
月
10
日
／
県
市
長

会
・
町
村
会
が
受
け
入
れ
協
力

の
共
同
声
明
を
発
表

・
12
月
13
日
／
市
長
が
自
治
会
長

連
合
会
の
会
合
で
受
け
入
れ
方

針
を
説
明

・
12
月
24
日
／
細
野
環
境
相
が
町

内
会
長
ら
に
協
力
を
要
請

・
平
成
24
年
１
月
11
日
／
伊
太
地

区
で
住
民
説
明
会
を
開
催

・
１
月
13
日
／
初
倉
地
区
で
住
民

説
明
会
を
開
催

・
１
月
27
日
／
市
長
が
試
験
溶
融

の
実
施
を
表
明

・
２
月
10
日
／
岩
手
県
山
田
町
か

ら
災
害
廃
棄
物
10
ｔ
を
搬
出

・
２
月
15
日
／
田
代
環
境
プ
ラ
ザ

で
災
害
廃
棄
物
の
搬
入
を
開
始

・
２
月
16
日
／
試
験
溶
融
を
開
始

・
３
月
12
日
／
試
験
結
果
を
公
表

宇宙線から
0.39 mSv

自然放射線
による線量

約 2.4 mSv
（世界平均）

約 1.5 mSv
（日本平均）

呼吸により
1.26 mSv
（主にラドン）

食べ物から
0.29 mSv

大地から
0.48 mSv

4,000Bq
（カリウム 40）

体重 60 ㎏の
日本人の場合

ご飯
30

ホウレン草
200

牛乳
50

干し昆布
2,000

【日常生活と放射線の量】（年間量）

放射性物質

放射能
炎（Bq）

たき火

放射線
熱（Sv）


